
野生キノコの放射性セシウム汚染状況２年目の変化
－演習林の例から

千葉演習林：山田利博・村川功雄

北海道演習林：井口和信

秩父演習林：齋藤俊浩・大村和也・高徳佳絵・
才木道雄・五十嵐勇二

田無演習林：安村直樹田無演習林：安村直樹

生態水文学研究所：井上 淳

富士癒しの森研究所：齋藤暖生富士癒しの森研究所：齋藤暖生

樹芸研究所：辻 和明

放射性同位元素施設：田野井慶太朗・中西友子

その他、大勢の演習林教職員にご協力いただき
ました



背景

配置

・北海道から愛知まで広範囲に配置 （高汚染地はない
が 汚染程度は様 ）が、汚染程度は様々）

活動活動

・教育 学生実習

・研究 学生、研究者

・社会貢献 森林教室など

（子供～社会人）

活動に用いる資源

フィールド自体

木材 低エネルギー負荷，再生可能材料

薪、炭 再生可能エネルギー

キノコ 山野草 木の実キノコ、山野草、木の実

野生動物（ジビエ）肉 －獣害の増加



キノコに関わる放射性Csの特性
これまでの知見これまでの知見

（チェルノブイリ後の村松・吉田の研究、とりまとめ）

・キノコは濃縮率高（2.6～21倍） 。森林土壌は有機物が多く菌糸との間で長く循環保持キ は濃縮率高（ 6 倍） 。森林土壌は有機物が多く菌糸との間で長く循環保持

・濃度は菌糸の位置で大きく異なる

・チェルノブイリ事故後、キノコでの濃度は２，３年間上昇（ヨーロッパ）

ブ・日本の野生キノコ：高濃度の汚染はチェルノブイリより核実験によるものが大きい

村松康行・吉田聡 (1997) キノコと放射性セシウム. RADIOISOTOPES 46:450‐463



Cs‐137沈着量の分布

文部科学省による第4次
航空機モニタリングの測
定結果について
（2011/12/16）より



試料採取場所と空間線量率

生態水文学研究所（愛知瀬戸、犬山）

・都内を除く６地方演習林で試料を採取
北海道演習
林（富良野）

秩父演習林（秩父）

千葉演習林（鴨川 君津）

秩父演習林（秩父）

富士癒しの森研究所（山中湖）

千葉演習林（鴨川、君津）

文部科学省による第4次
航空機モニタリングの測

樹芸研究所（伊豆下田）

航空機モ タリングの測
定結果について
（2011/12/16）より



分析試料
2011, 2012年秋発生のキノコ（1, 2年目は近い場所で）, 年秋発 キ （ , 年目 近 場所 ）
各地方演習林それぞれ 1～４地点
キノコ（いくつか集めて）と下の基質（A0層，A層／樹
皮，材）セットで採取 ヒラタケ

落葉樹林（上）と常緑樹林（下）

ハナイグチ

キノコ A0層 A層 キノコ A0層 A層
オオモミタケ
ミネシメジ

乾燥体→ U8容器（100mL）
→ Ge半導体検出器



キノコの汚染状況 （2011年）
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秩父 富士で比較的高濃度検出 基準値超えも 最大250B /k 生重

※基準値は 100Bq/kg生重≒ 500～2,000Bq/kg乾重（含水率は約80～95%）が多い

・秩父，富士で比較的高濃度検出－基準値超えも 最大250Bq/kg生重
・チャナメツムタケが特に高濃度
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キノコと基質の汚染の関係（各演毎） （2011年）
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←Cs‐134検出されず



1年目から2年目への変化例
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1年目から2年目への変化例

2000

Cs‐137   (Bq/kg乾重)

1500 

2000 

400 

1000 
2
年
目

キノコ

A0層200

2
年
目

キノコ

A0層

500 

目
A/HC層
線形 (系列2)

200 目
A/HC層
線形 ( )

0 
0 500 1000 1500 2000

0 
0 200 400

1年目 1年目

放射性Csは場所によってリター層から土壌層に移行し始めているが、ま
だキノコ（菌糸）には影響少ない
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K‐40とCs‐137との比率
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半減期 Cs 134 2 07年 Cs 137 30 1年→ 1986年のチェルノブイリ事故や・核実験／チェルノブイリ由来のCs‐137が薄く広く分布

核実験／チェルノブイリと今回の事故による汚染の比較例

半減期 Cs‐134 2.07年、Cs‐137 30.1年→ 1986年のチェルノブイリ事故や
1963年ピークの核実験の放射性Csは137のみ残る（核実験は元々137のみ）

10／22 か月後に分析： Cs‐134の1.31／1.81倍以上の137は過去由来

核実験／チェルノブイリ由来のCs‐137が薄く広く分布

ピーク時はこの2～4倍程度と推測

ハナイグチが過去のCs‐137を蓄積保持
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その他の林産物資源

放射性セシウムの測定－安全の確認
・薪，炭，灰
・竹林 タケノコ

資源利用例．全学体験ゼミナール

竹林，タケノコ
・山菜 ・野生動物肉

資源利用例．全学体験ゼミナ ル
（教養学部学生対象に各演習林で実施）

千葉演習林： 2007年度から年2回
写真：久本洋子テーマ 野生動物問題，炭素固定／木づかい／生業

自然と人間社会との共生を考える実習

・木材の利用，炭焼き
・野生動物による農林業被害防止，密度コントロール，利用



炭焼き／薪ストーブ

現在840℃現在840℃

・Csの沸点671℃

黒炭400～800＋℃ （千葉演習林では800℃以上）

木材（絶乾）中のCは約半分 製炭時一部CO2で放出木材（絶乾）中のCは約半分 製炭時 部C で放出

放射性Csの一部蒸発、製炭時重量減少→炭でのCs濃度

・灰になると高濃度－炭窯／ストーブの汚染，灰の廃棄は？



薪，炭，灰の放射性セシウム
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今後の予定

放射性セシウムにつ
いていて

・キノコの汚染の変化
（各地方演習林）

炭焼き ジビ 料 等 幸 薪

・竹林での動態と除染
の評価（千葉県と）

炭焼き BBQ ジビエ料理（等 山の幸）←薪


